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スーパーコンピュータの処理性能
（1993-2013）
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つながるモノ

530億個

あらゆるモノがつながる世界

インターネットにつながるIoTデバイス（2020）
出典：総務省「平成27年版情報通信⽩書」

世界人口

77億人
世界人口予測（2020）

出典：国連世界都市化予測2014年改訂版
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NECの考えるAIによる価値創造

AI技術AI技術

⾒える化 分析 対処

Real World 社会価値

Security

Computing Networking

Cyber Field

AIを支えるPlatform技術
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社会ソリューションを実現するデジタルツイン

物理世界の出来事をデジタル上でリアルタイムに再現する「デジタルツイ
ン」を実世界に適用、社会全体をシミュレートして最適化
物理世界の出来事をデジタル上でリアルタイムに再現する「デジタルツイ
ン」を実世界に適用、社会全体をシミュレートして最適化

実世界

サイバー世界 – 実世界をリアルタイムに再現
分析 対処⾒える化

予測・推論 計画・最適化認識・理解

ヒト モノ・コト
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デジタルツインの例 〜 Virtual Singapore 〜

シンガポールでは建物などの情報をリンクさせた3Dデータベースを構築
防災シミュレーションや商業施設案内など、幅広い活用を⾒込んでいる
シンガポールでは建物などの情報をリンクさせた3Dデータベースを構築
防災シミュレーションや商業施設案内など、幅広い活用を⾒込んでいる

▌国土全体の地図上に建物や土木インフラなどの情報を配置した3Dモデル
▌3Dモデルに属性情報(材質、換気方式、日照時間など)を付与。リアルタイム

データ(各種センサー、監視カメラ画像など)も取り込み
▌予算規模は約60億円。2018年に完成し、公開予定

https://www.nrf.gov.sg/programmes/virtual-singapore

例：太陽光発電のポテンシャル分析 コンセプト（3つのV）

https://www.nrf.gov.sg/programmes/virtual-singapore
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5Gがもたらすプラットフォームの能⼒

5G

High Bandwidth

Low Latency
Large # 
Connectivity

55bn Linked Things
7.7bn World 
Population

4K/8K TV

Virtual Reality

Self-Driving CarIoT

Augmented 
Reality

Smart Home

3D Video
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5Gのリファレンスアーキテクチャ

無線区間の⼤容量化・低遅延化・超多接続への対応、エッジコンピューティングの
実現、無線・有線を含めた仮想化がキーワード
無線区間の⼤容量化・低遅延化・超多接続への対応、エッジコンピューティングの
実現、無線・有線を含めた仮想化がキーワード

Source: next generation mobile networks, “5G WHITE PAPER”, https://www.ngmn.org/5g-white-paper.html

5G Architecture

https://www.ngmn.org/5g-white-paper.html
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5G・プラットフォームの進化が与えるインパクト

プラットフォーム技術の進化・5Gの到来により、コンピューティング
リソースが分散。アプリ・サービスの実現方法の⾃由度が格段に向上
プラットフォーム技術の進化・5Gの到来により、コンピューティング
リソースが分散。アプリ・サービスの実現方法の⾃由度が格段に向上

エッジ処理により、レイテンシーと
リアルタイム性が格段に向上

超広帯域化により、機能分担の境界や制約
がなくなり、⾃由な機能変更が可能に

リソースの必要な処理はクラウドでリソースの必要な処理はクラウドで 機能分担は固定的。変更にはDeviceの置換が必要機能分担は固定的。変更にはDeviceの置換が必要

エッジにも機能を分散配備。
リアルタイム性が格段に向上
エッジにも機能を分散配備。
リアルタイム性が格段に向上

広帯域化で境界を意識する必要がなくなり、
⾃由な機能の配置/更新が可能に

広帯域化で境界を意識する必要がなくなり、
⾃由な機能の配置/更新が可能に
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サービスの要件に基づき、リアルタイム、ダイナミック、リモート、
そしてセキュアな ICT プラットフォームを実現
サービスの要件に基づき、リアルタイム、ダイナミック、リモート、
そしてセキュアな ICT プラットフォームを実現

医療 農業 教育

クラウド

エッジ

デバイス

交通 社会インフラ 公共安全

Real time Dynamic Remote Secure

I C T プ ラ ッ ト フ ォ ー ム

運用可用性運用可用性耐環境性耐環境性 使い勝手使い勝手低遅延低遅延 高信頼高信頼 機微機微 ⼤容量⼤容量 プライバシープライバシー可用性可用性

エッジ
折り返し

AIAI

⼤容量
セキュア

AIAI

情報隔離

AIAI 低消費電⼒
運用

AIAI

インタ
ラクティブ

AIAI

広域
セキュアAIAI

AIを活用した多様なサービスを支えるネットワークのあるべき姿
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AI時代のネットワークのあるべき姿の実現に向けて

AIによって生まれる多様なアプリケーションのダイナミックに変化する要件を、クラウド、
エッジ、端末に拡⼤したプラットフォームに効率よく収容するためにAIの活用が必要になる
AIによって生まれる多様なアプリケーションのダイナミックに変化する要件を、クラウド、
エッジ、端末に拡⼤したプラットフォームに効率よく収容するためにAIの活用が必要になる

デジタルツイン - AIの活用によるリアルタイム最適制御

ダイナミックに変化
する要件への対応

リアルタイムな
PF状況把握と制御

PFの稼働率と
安全性の向上セ
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Infrastructure Resource Layer

現在のスライシング

アプリの特性に応じてスライスを割り当てることで、5Gで求められる⼤容
量高速通信、⼤多数端末収容、超低遅延に対する通信リソースを提供

Business Enablement Layer

Business Application Layer

E2E 
Service O

rchestrator

高速スライス
⼤容量スライス

低遅延スライス

大
容
量

大
量
接
続

低
遅
延

論理NW

物理NW

API
あらかじめ定義された
スライスに割り当て

5G
スライス割当て

NW構成
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5G

AI based E2E O
rchestrator

多様なサービスに迅速かつ柔軟に対応するAIオーケストレータ

AIによるきめ細やかな要件理解とネットワーク状況に応じたダイナミック
なスライシングにより、社会インフラ基盤としてのネットワークを実現

Infrastructure Resource Layer

Business Application Layer

論理NW

物理NW

医療 農業 教育交通 社会インフラ 公共安全

Business Enablement Layer

ハイレベルな
サービス要件

サービスの
最適制御

NW構成
運用状況

通信トラフィック

ダイナミックに
スライス定義

サービス
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広域ネットワーク

プラットフォームの稼働率と信頼性の向上

⾮⼒なIoTデバイスにも適用できる軽量暗号と、装置から得られる
あらゆる情報を活用したシステム予兆検知により､信頼性と稼働率を向上
⾮⼒なIoTデバイスにも適用できる軽量暗号と、装置から得られる
あらゆる情報を活用したシステム予兆検知により､信頼性と稼働率を向上

高度ログ分析

NEC独⾃技術群

装置リソースの
異常を早期検出

誤操作、機器状態切替え異常など
運用ミスの⾃動検出

インバリアント分析

⾃己学習型異常検知技術
監視・制御システムに対する内部、外部からの
不正アクセス、攻撃などを検知

破壊工作・情報漏洩危機を回避

軽量暗号
⾮⼒なデバイスでも
強固にデータを暗号化

Cloud

Edge

Device

アクセスネットワーク

ア
ラ
ー
ト
・フ
ュー
ジ
ョン あらゆる種

類の警報を
組合させ
総合判断

専⾨知識/外
部システと
連携
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都市空間の統合的な⾒守り

都市空間監視サービサ ネットワークオペレータ
プラットフォーマ

サービサとネットワークオペレータ／プラットフォーマの連携により、
平時でも緊急時でも都市を確実に⾒守り、安⼼安全社会を実現

High Bandwidth

Low Latency

Large # Connectivity

4K/8Kカメラによる監視

様々なデバイスからの情報活用

緊急⾞両の運転支援

ダイナミックなスライシング
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まとめ

▌AIの進化に伴い、今後、新たなサービスが次々と創出される
l実世界を対象としたCyber Physical Systemによる都市全体の最適化
l複数の業種にまたがったバリューチェーンの最適化

▌5Gを⾒据えたとき、ダイナミックなプラットフォームの活用
が必要となる
lアプリの性能を最⼤限に発揮するために最適化されたプラットフォーム
lプラットフォームの稼働率と安全性の確保

▌プラットフォームに対しても、AIの活用が期待されている
lサービサーとオペレータの連携により、プラットフォームを最適化
lダイナミックなスライシングにより、社会インフラ基盤としてのプラッ

トフォームを実現




